
平成三十年十月 
日本会議 愛知県本部 
〒４６４-０８３６               TEL：052-763-4678 
愛知県名古屋市千種区菊坂町３-５-３０２       FAX：052-763-4588 

E-mail: tokai-seikyo@mtc.biglobe.ne.jp 

あ
い
ち
通
信 

 

第
百
十
号 

第17回もうひとつの戦争展 開催さる 
❑去る８月４日～５日の２日間、第17回もうひとつの戦争展が「大東亜への夢～日本はいかにアジアに貢
献したか～」と題して、名古屋国際センター展示場で開催された。初日には宮崎正弘先生による記念講演
会、２日目には鞍貫正法先生によるミニ講演会などが開催され、来場者は300名だった。 

終戦73年 愛知県護国神社に集う 
❑去る8月15日、
愛知県護国神社
境内の特設テント
にて参拝者への
冷茶サービスと憲
法改正署名を
行った。「憲法に
自衛隊を明記しま
しょう」との呼びか
けに、１００筆を超
える署名が集まっ
た。 

北朝鮮向け短波放送 
「しおかぜ＆ふるさとの風」
名古屋で公開収録 

❑去る８月12日、「しおかぜ＆ふるさとの風」
の公開収録が中川文化小劇場で行われた。
しおかぜは民間で運営、ふるさとの風は内閣
府で運営している短波放送。 拉致問題解決
に取り組んでいる方々からのスピーチや女性
歌手によるコンサートなどがあった。 

第４３回愛知竹田研究会 
開催さる 

憲法おしゃべりカフェ 
開催さる 

❑去る８月２６日、一宮市で第４３回愛知
竹田研究会が開催された。同市での開
催は初めてであったが、２５０名を超える
参加者で盛会となった。 

❑去る8月22日、名古屋市内で憲法
おしゃべりカフェが開催された。２０名
の参加者があり、自衛隊ＤＶＤ上映や
国民投票についてのレクチャーが
あった。憲法の話を初めて聞く方が
多かったが、「わかりやすい内容だっ
た」との感想が寄せられた。 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■１０月７日（日）午前８時開始。 ※清掃奉仕終了後、
９時より「月参り」に参列いただけます。 
■引き続き１１月４日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 （９月２日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
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守
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二
十
六
日(

日)

第
四
十
三
回
愛
知
竹
田
研

究
会
が
一
宮
市
で
開
催
さ
れ
た
。
開
会
前

に
、
竹
田
恒
泰
先
生
以
下
運
営
ス
タ
ッ
フ

で
真
清
田
神
社
を
正
式
参
拝
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
ま
た
、
今
村
洋
史
氏
が
竹
田
先
生

を
囲
む
昼
食
会
を
開
い
て
下
さ
っ
た
。 

二
十
五
日(

土)

親
し
い
友
人
と
木
曽
川
遊

覧
へ
。
去
る
五
月
十
五
日
に
皇
太
子
殿
下

が
ご
視
察
な
さ
っ
た
「
船
頭
平
閘
門
」
も

見
学
。
薩
摩
藩
士
の
宝
暦
治
水
や
、
オ
ラ

ン
ダ
人
土
木
技
師
の
ヨ
ハ
ニ
ス
・
デ
レ
ー

ケ
の
治
水
工
事
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。 

川
上
村
の
ホ
テ
ル
を
出
て
朝
一
番
に
如

意
輪
寺
の
後
醍
醐
天
皇
陵
、
長
慶
天
皇

の
皇
子
世
泰
親
王
墓
を
参
拝
し
ま
し
た
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

後
醍
醐
天
皇
陵
は
天
皇
陵
で
唯
一
北
に

面
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
遺
勅
「
玉
骨

ハ
縦
（
た
と
ひ
）
南
山
ノ
苔
ニ
埋
モ
ル

ト
モ
、
魂
魄
ハ
常
ニ
北
闕
ノ
天
ヲ
望
マ

ン
ト
思
フ
」
こ
の
御
意
志
を
受
け
て
北

面
さ
せ
た
と
の
こ
と
、
こ
の
事
実
も
先

号
に
て
紹
介
し
た
「
沈
黙
す
る
伝
承
」

を
読
ん
で
初
め
て
知
り
ま
し
た
。 

吉
野
を
後
に
し
て
北
上
、
明
日
香
村
に

あ
る
亀
山
天
皇
の
皇
子
良
助
親
王
の
冬

野
墓
を
目
指
し
ま
し
た
。
車
で
約
一
時

間
半
山
道
を
走
り
辿
り
着
き
ま
し
た
。

山
奥
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
整
備
が

行
き
届
い
た
き
れ
い
な
お
墓
で
し
た
。

合
掌
。 

次
に
目
指
し
た
の
は
明
日
香
村
の
西
、

高
取
町
に
あ
る
天
武
天
皇
の
皇
子
で
追

尊
天
皇
岡
宮
天
皇
の
真
弓
丘
陵
で
す
。

岡
宮
天
皇
と
は
天
武
天
皇
と
持
統
天
皇

と
の
間
に
で
き
た
け
ど
皇
位
に
つ
く
こ

と
な
く
み
ま
か
ら
れ
た
草
壁
皇
子
の
こ

と
で
す
。
息
子
が
文
武
天
皇
と
し
て
即

位
し
た
た
め
に
岡
宮
天
皇
と
追
尊
さ
れ

ま
し
た
。
明
日
香
村
の
市
街
地
を
抜
け

た
と
こ
ろ
で
ち
ょ
う
ど
ご
両
親
の
天
武

天
皇
、
持
統
天
皇
の
檜
隈
大
内
陵
の
前

を
通
っ
た
の
で
十
三
年
ぶ
り
に
参
拝
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手

一
礼
。 

そ
の
後
、
岡
宮
天
皇
の
真
弓
丘
陵

を
参
拝
し
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手

一
礼
。 

そ
し
て
西
に
一
キ
ロ
ほ
ど
の
距
離

に
あ
る
高
台
の
上
の
斉
明
天
皇
の

越
智
崗
上
陵
、
孝
徳
天
皇
皇
后
間

人
皇
女
の
越
智
崗
上
陵
、
天
智
天

皇
皇
子
の
建
王
墓
、
少
し
降
り
た

と
こ
ろ
に
あ
る
天
武
天
皇
即
位
前

妃
大
田
皇
女
の
越
智
崗
上
墓
を
参

拝
し
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

更
に
北
西
方
向
へ
五
キ
ロ
ほ
ど
葛

城
市
に
あ
る
履
中
天
皇
皇
孫
女
飯

豊
天
皇
の
埴
口
丘
陵
を
参
拝
し
ま

し
た
。
飯
豊
天
皇
は
顕
宗
天
皇
、

仁
賢
天
皇
の
お
姉
さ
ん
で
、
清
寧

天
皇
が
崩
御
し
て
顕
宗
天
皇
が
即 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
四
十
四 

二
日(

木)

皇
太
子
殿
下
を
近
鉄
名
古
屋
駅

に
て
奉
送
。 

四
日(

土)

第
十
七
回
も
う
ひ
と
つ
の
戦
争

展
初
日
。
宮
崎
正
弘
先
生
に
よ
る
「
大
東

亜
戦
争
に
よ
っ
て
独
立
し
た
ア
ジ
ア
～
い

ま
中
国
が
蚕
食
中
」
と
題
し
た
講
演
会
も

開
催
さ
れ
た
。 

五
日(

日)

第
一
〇
七
回
愛
知
県
護
国
神
社

清
掃
奉
仕
に
参
加
。
そ
の
後
、
戦
争
展
会

場
へ
。
今
日
は
鞍
貫
正
法
先
生
に
よ
る

「
日
本
と
ト
ル
コ
の
友
情
」
に
つ
い
て
の

ミ
ニ
講
演
会
も
あ
り
、
二
日
間
の
来
場
者

は
、
約
三
〇
〇
名
だ
っ
た
。 

十
日(

金)

森
理
事
長
に
お
供
し
て
、
長
坂

康
正
衆
議
院
議
員
を
訪
問
。
愛
知
９
区
で

の
国
民
投
票
連
絡
会
議
設
立
の
趣
旨
説
明

を
し
た
。 

十
一
日(

土)

今
日
も
森
理
事
長
の
お
供
で
、

鈴
木
淳
司
衆
議
院
議
員
を
訪
問
。
愛
知
７

区
で
の
国
民
投
票
連
絡
会
議
設
立
の
趣
旨

説
明
。 

十
二
日(
日)
北
朝
鮮
向
け
短
波
放
送
「
し

お
か
ぜ
」
＆
「
ふ
る
さ
と
の
風
」
公
開
収

録
に
参
加
。
女
性
歌
手
三
人
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
は
心
に
染
み
る
も
の
が
あ
っ
た
。 

十
四
日(

火)

愛
知
県
護
国
神
社
境
内
で
テ

ン
ト
設
営
を
行
う
。
南
部
県
議
の
指
導
に

よ
り
、
約
一
時
間
で
終
了
。 

十
五
日(

水)

終
戦
七
十
三
年
。
愛
知
県
護

国
神
社
に
設
営
し
た
特
設
テ
ン
ト
に
お
い

て
、
参
拝
者
へ
の
冷
茶
サ
ー
ビ
ス
と
憲
法

改
正
の
署
名
活
動
を
実
施
。 

二
十
二
日(

水)

憲
法
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

が
名
古
屋
市
内
で
あ
り
、
自
衛
隊
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
上
映
と
国
民
投
票
に
つ
い
て
の
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

二
十
三
日(

木)

政
経
倶
楽
部
主
催
の
岡
田

幹
彦
先
生
に
よ
る
「
山
田
方
谷
論
」
の
講

演
会
に
参
加
。
岡
田
先
生
に
は
学
生
時
代

よ
り
薫
陶
を
受
け
た
が
、
約
四
十
年
ぶ
り

に
親
し
く
お
目
に
か
か
る
事
が
出
来
て
光

栄
だ
っ
た
。 

位
す
る
ま
で
の
間
、
摂
政
を
さ
れ
ま
し
た
。

周
濠
が
き
れ
い
に
残
っ
て
い
る
前
方
後
円

墳
で
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

次
号
に
つ
づ
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愛
知
県
本
部
事
務
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松
川
秀
康 


